
Ⅱ ●共 同 利 用 研 究

1. 概 要

lTB榔48,'F皮共同研究の公言掛ま｢Ⅰ.研究妹題｣と｢Ⅱ.

研兜金紙題｣とに大別して行なわれ,.前者については次

の6つの設定課題 (2をのぞき前年度とほぼ同じ)を設

けるとともに,自由課題による申請も行なえる形をとっ

た ｡

1. こホソザル地域個体群の研究

ニホソザルの群れ社会,あるいは個体群のあ り方を

総合的に舶析するo地域社会桝造,個体群動態,habitat

および食物などの環境の利用,地理的分布など,社会

I:1'lntJ生態学的なアプローチを小心としているが,さら

にJJi団池伝学的 ･形磁学的変舛諭などからの多面的な

追求が包まれる｡調査の対象となる群れおよび地域に

ついては限定を加えない｡ (なお,本iFJL紬､らは研究

成火がまとまった分野の共同研死者が,成火をもちよ

って肘諭できる研兜会を行な うことを考えている｡)

2. illJとWtの迎動拭式に関する研究-ホミごゼ-シ三ソ

の批点から

出J主刑各分#川‡の迎動様式(ロコモーシ宜ソも含む)

は,形比i･機憶にとどまらず,社会行動の一朝として

もとらえること'が.できる｡今回はとくに,iLZ良好洛 分

別群の迎山杖式の相只を,生酒様式および形質的特徴

との悶迎のもとに研究し,かかる紋点からヒト化の解

明を訳みることに露点をおく.

3.il良好tのiEFJi的適応に関する研兜

棚々の塀娩出凹にたいする生理的適応既約の解明を

目的とする｡たとえは配皮をとりあげた切合は異なっ

たlEU'i応状lAt3.にある佃(榊こついて,外弧とエネルギー代

訊けol上びその他の日経的反応の関係を個体レベルおよ

びku机 ･細胞レベルで調べ順応温皮の効果を明らかに

するとともに,祝抹下部作温調節小松および末材長L/1',皮

A･=こおける適応機脚 こ神経系 ･内分泌系がどのように

r即tJ'･するかな光明する.さらに気朕馴化と栄壬の関係

も皿出であると考えられる.

4.立としてニホソザルを対象とした行動の研究

行動とは現暁からの刺激に対する一連の反応,ある

いは現収に対する生体からの-姐の鋤きかけのことで

あ r),.社会'と呼ばれるものもまたこの環暁の-跳で

あろう｡本設起課題では,個体行動を通じて,ある行

丑かこ膨抄を及ぼしている,あるいはその行動が働きか

けようとしている, 社̀会'とはどんなものであるかを

推光することを目的とする｡

ニホソザルの 社̀会行動'と呼ばれているもののなか

で,このような祝点からの研究対象としては,旧和47

年度共同利用研究会で下記のものにN.毛点がしぼられ,

とくに母子関係が,誼点テーマとされたことを参旧さ

れたい｡

1)母子関係 2)リーダーシップ

3)ヤクソテ ィソグ 4)離脱 5)スベーシソグ

6)記号行動 7)agechange

5. 行動の蒐現機序に関する神経生理学的研究

霊妓夫即こみられる行動-単純な随意運動から学習的

行動,社会的行動に至るまで-には,すべて神経系内

にその発現践桝が備わっている｡神経生理学の技術と

-Jj法論で行 動の苑現 践榊の校序を調べる｡ サルの超

Wi.麻酔の条件,取 り上げる行動等は瓜も適切なもの

を迅ばれたい｡

6.霊長菟Eiの生粒に関する基礎的研究

霊長現の性機鰭 (性周期,排卵,T.16:体機能の消Ji,

発情行動,交尾期と出産期,流早汲.性的成払 オス

造約鰭,性分化)を研究する.これらに膨坪を-1j･える

要田として,El附柑札 環境温肱.食別条件.社会的

性凹休とス トL/ス,フェロモソ,加齢,私益などが考

えられ,これらの因子と性根維変動の囚架関係を解析

する.この解抑 こは,性行動の祝灸.記まあ 血統 ･尿

の臨床化学換査に併せて,血Lllホルモt/測定や,中枢

一性腺の脂気生理学的研兜と故郷持出祝祭などの神位

内分泌的JJ'法を用いる｡

これらの研究課題 について53件 (71名)の応募羊があ

り,共同研究リ三行委員会 (久保田虎,壷伏靖子,凹小二

郎,I&J郎顕逮)による予備手続の上,道営委員会 (48牛

21J19日)の審故により42件 (60名)が採択された｡各

課題に関する申訳状況,採択状況は次のとおりである｡

A.設走課題

1. ニホソザル地域佃休群の研究

叫約16件 (21名) 採択11件 (16も)

2. 霊滋抗の迎動株式に関する研光一ホミュゼ-シu

ソの観点か年

中約3件 (3名) 托択 3件 (3名)

3. 望艮規の生理的適応に関する研究

中訴4件 (7名) 採択2件 (5名)

4. 主としてニホソザルを対象とした行動の研究
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Eflm4作 (4名) 採択3作 (3名)

5.行動の苑現随伴に関する神位iL理学的研兜

Hl的5作 (7名) 採択5仲 (7名)

6. 皿F<刑の出恥 こ凹する荘礎的研兜

Frl約4作(9名) 採択4件(9名)

B.自由取成

Jfl約17作 (20各) 採択14件 (17名)

研死金取掛 こ関しては.公非に際し特に設定主題は提

示されなかった｡巡皆委員会の故を経て5件が採択され

たが,咋IB:近Illで予罪の追加があったために,さらに5

件が追加は択された｡なお後者のうち二件は研究所主催

シソポー}ウムとして企画されたものである｡これらの研

死金及びシソポジウムのテーマを列記すれはつぎのとお

りである｡

〔シソポジウム〕

2.研 究 成 果

1. 黙机とポビit/-ツdソ

2.だF<mの ｢隅と行動｣

〔北岡利川研兜仝〕

1. 三ホソザルの現況

2.主としてこかソザルな対政とした行動の研究

3. 淀F{mの阻皮適応

4. ニホソザル地域ml･4;群の研兜

5.盟F<抗研兜における生化学的アブp-チ

6. 系統

7. I,コモーシ己ソに凹するワーキソ〆 ･グルーブ

これらの共同研究課題,シソポジウムおよび研兜会に

使用された費用は研究員等旅費671.7万円,校れ385.5万

円であった.円的な共同利用研究活動の発展のためには

大巾な和訳が望まれる｡ (久保田耽)

設定課慰 1.ニホンザル地域個体群の研究

=ホンザル野生群の光分析1)

前田 怒彦 (東京凸工大 ･一般教-ff)

ニホンザル野生群の遊動時における群内構造

についての研究l)

公野 瀕三 (湘大･Z!nl)

ニホンザルの遊動域要因としての植生1)

高杉 欣- (東大 ･凸)

房総丘陵のニホンザル野生群の遊動とその群

問関係の周年変化l)

○ 福田苗八郎 (東邦大 ･理)

房総丘陵のニホソザル調査は,481年皮も高宕LU,元満

鐙の両地区を発車的に行なった｡

試宕山地区の調査は,昭和48年こ3FJ27日と昭和49年

2.3Flに3回にわたって行なわれたT-1郡の大El:捕技

(天然氾念物の不法な陵苔)のため,T-1郡の保護をlJ.i
瓜に行なわれた｡調査はT-Ⅰ郡の拭数の変動,その遊動

な帥こ.隣接印の遊動,またEL･;宕Ill地区から四方のyf出

郡の分和について行なわれ,T-Ia郡については,ほぼ全

数な数え,郡lt耶戒をはっきりさせた.

元打i汲 山地区での調査は,隣接する以数即のHu.li･氾跡

WLl･J並を主軸に行なわれ,特に11月 ･211期の遊動を明ら

かにすることができた｡

ニホソザル野生郡の企糾机物,戊虫企.土食の研究は

都税申であるが,食糾机物の1)ス トは200 旬を出し,孤

在食印的物の企される部位と粒物季節および植物の分布

との閃班について,郁折を始めている｡

T.'古宕LIT,元rJ7田山同地区を通して,フソの拭1J!がはぼ

用年的に行なわれ.分析が始まった｡この分抑 土近々に

終了する予延である2)｡

ニホンザル志賀Bl群の遊動生活

レ 好広 rt- (苅大 ･EB)

志架高原杭柳川批城にdi息する志rtB2郡を初冬抑 こお

けるニホソザルのEt暁利用な調べる目的で.1973fI･-･llJJ

30日より12月15日まで迎枕追跡した｡この冬は肺fTBが早

く,琉雪見が多く.飢竺'J'日数も托くて,ニホソザルの冬

ごしの条件は例隼より舵しかったと.lLlh れる｡この群れ

は,これまで柿㍊された択りでは,CN.1占8CK)～1,7CK)mを

利用している｡利川地域な,支舵の分流,氏を暁にして上

流と下流に分けると,この刑並JpJには,下流域を利用し

ていた｡古川 .け郡のいる糾切 (標高850m)よりさらに

下純な利用することも見られた｡これは,放冬期におけ

る地域利用のしかたと興っている.この時期は,降雪が

I)これらの研死者は共同して研究を行ない,一つの報

LB掛 こまとめた.

一･31 -

2)なお高宕山地区の調査報告,フソ分析の途中経過,

ならびに1973年までの食餌植物のリス トなどは ｢昭

和48年度,天然記念物高宕山のサル生息地総合調査

報告苔｣(千葉県教育委員会, 昭和 49年 6月 10日
発行)に収録｡


